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はじめに 
 

 佐世保市教育委員会では、全ての子どもたちに安全安心に学校生活を送ることができる環境をつくるた

め、平成２７年１２月に、「学校給食を中心とした食物アレルギーに関する基本方針」を策定しました。 

 その取組の一つとして、全ての子ども達が安心して食べられる給食にするため、平成２８年１月に「学

校給食における食物アレルギー対応マニュアル」を改訂しました。 

 食物アレルギー対応は、学校だけが行うものではなく、医師の診断に基づき、保護者と学校、給食セン

ターなどが情報を共有し、共通理解の上で行うことが基本となります。 

 保護者の皆様におかれましては、趣旨をご理解のうえ、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、この食物アレルギー対応については、平成２８年４月からの適用となります。 

 

 

食物アレルギーとは 

 【日本学校保健会「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」抜粋】 

 

 一般的には特定の食物を摂取することによって、皮膚・呼吸器・消化器あるいは全身  

に生じるアレルギー反応のことをいいます。  

原因食物は多岐にわたり、学童期では鶏卵、乳製品だけで全体の約半数を占めますが、 

実際に学校給食で起きた食物アレルギー発症事例の原因食物は甲殻類（エビ、カニ）や 

果物類（特にキウイフルーツ）が多くなっています。 

 症状は多岐にわたります。じんましんのような軽い症状からアナフィラキシーショックのような命にか

かわる重い症状までさまざまです。注意すべきは、食物アレルギーの約10％（平成13・14年度及び平成

17年度 全国疫学調査）がアナフィラキシーショックにまで進んでいる点だといわれています。 

  

 

アナフィラキシーとは 

 【日本学校保健会「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」抜粋】 

 

 アレルギー反応により、じんましんなどの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症状、ゼーゼー、呼吸困

難などの呼吸器症状が、複数同時にかつ急激に出現した状態をアナフィラキシーと言います。 

その中でも、血圧が低下して意識の低下や脱力を来すような場合を、特にアナフィラキシーショックと 

呼び、直ちに対応しないと生命にかかわる重篤な状態であることを意味します。 

また、アナフィラキシーには、アレルギー反応によらず運動や物理的な刺激など 

によって起こる場合があることも知られています。 

  

佐世保市立学校給食における食物アレルギー対応について 

～ 保護者の皆様へ ～ 



 
 

学校で食物アレルギー対応をするためには、医師の診断が

必要です 
 

 医師から食物アレルギーと診断され、原因食材が特定されている方で、家庭でも医師の指示による食事

管理（原因食材の除去など）を行っている方が対象となります。 

 学校で適切な対応を行うため、必ず主治医の診断書である「生活管理指導表（アレルギー疾患用）」をご

提出いただくこととなります。 

※ 参考として、「学校生活管理指導表の記入例」も掲載しております。 

 

佐世保市の学校給食における対応 
 

 各学校では、ご提出いただいた「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」及び保護者の皆様との面談

を基に、安全性確保のため、原因食物の完全除去（提供するかしないか）を原則とした個人 

ごとの対応プランを作成し、毎日の給食提供に備えます。 

 対応の種類は、おおまかに以下の４通りとなります。 

 

◎ 詳細な献立表の提供 

アレルギー原因食物の含有情報を提供します。 

食物アレルギー対応を行う全ての保護者へお渡ししますので、保護者におかれましても、ご確認を

お願いします。 

これらの情報に基づき、アレルギー対応を判断していただくこととなります。 

 

◎ 除去食の提供 

アレルギーの原因食物を除去した給食を提供します。ただし、原因食物の種類が多い、ごく微量で 

も重篤なアレルギー症状を引き起こす可能性がある など、学校での施設設備等では対応できない 

恐れがある場合、弁当持参をお願いすることとなります。 

 

◎ 代替食の提供 

専用のアレルギー食調理室を備えた施設（現段階では、佐世保市学校給食センターのみ）でのみ提

供します。 

原因食物を除去することによって失われる栄養価を別の食品を用いて補った給食です。 

ただし、施設側で対応できる原因食物以外の場合や、ごく微量でも重篤なアレルギー症状を引きお

こす可能性がある場合、弁当持参をお願いすることとなります。 

 

◎ 弁当持参 

原因食物の種類が多い、ごく微量でも重篤なアレルギー症状を起こす恐れがあり、給食を提供する

ことが困難（危険）である場合、弁当の持参を認めております。 

献立により食べられる日と食べられない日がある場合（一部弁当持参）、学校給食を全く食べること

ができない場合（完全弁当持参）により対応することとなります。 

 

※ ただし、食中毒の発生等の危険もあるため、持参した弁当の衛生管理に注意が必要となります。 

 

 



 
 

アレルギー対応の手順 
 

 

 

 

● 小学校入学前 ・・・ 保護者説明会の際に配布し、当日又は後日回収します。 

● 在校生 ・・・・・・ 全ての児童生徒に配布します。 

＊ 既に、学校給食における食物アレルギー対応を行っている場合でも、学校生活管理指導表

をご提出いただくこととなります。 

 

 

 

 

 

● 学校給食で、何らかの配慮が必要だとお考えで、なおかつ医療機関未受診の方は、医療機関を

受診のうえ、医師が記載する学校生活管理指導表をご準備ください。 

● 学校生活管理指導表の提出があった場合のみ、学校給食での対応を行います。 

 

 

 

 

 

● 提出された学校生活管理指導表をもとに面談を行い、原因食物の完全除去（提供するかしない

か）を原則とした児童生徒ひとりひとりの対応プラン（案）を作成します。 

 

 

 

 

● 安全安心を最優先しながら、対応方針を決定します。 

● 決定後、保護者の方にお知らせいたしますので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

● 毎月、詳細な献立表をお渡しし、ご確認をお願いすることとなります。 

● 体質の変化などにより、医師の指示に変更があった場合などは、随時面談を 

行い、対応内容を検討します。 

学校給食以外の対応 
 食物アレルギー対応は、学校給食だけではなく様々な場面（修学旅行・野外活動など）で必要になるこ

とがあります。また、食物依存性運動誘発アナフィラキシー（食事後、運動を行った際に、アレルギー症

状を発症）が全国的にも多数報告されており、その発症年齢のピークは１０代から２０代といわれていま

す。 

 食物アレルギーは誰でも発症する可能性を持っており、原因となる食物も人それぞれです。食物アレル

ギーをもたない児童生徒や保護者にも正しい知識をお伝えし、連携・協力して対応してまいります。

食物アレルギー調査 

 学校から、食物アレルギーの調査票を配布します。 
アレルギー無 通常の給食 

アレルギー有の場合 

 学校から、学校生活管理指導表の提出依頼 があります。 

個別面談の実施 

 対象：原則として、学校生活管理指導表提出者 

食物アレルギー対応委員会による対応方針の決定 

 各学校に設置された食物アレルギー対応委員会により、対応方針を決定します。 

食物アレルギー対応開始 



 
 

  

学校生活管理指導表の記入例 

 ※太枠破線部      は、保護者の方が記入してください。その他の部分は、医師記入欄です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気管支ぜん息については、記入不要です。 

記入もれがな

いか確認して

ください。 

保護者の緊急連絡先

を記入してくださ

い。 



 
 

 

アトピー性皮膚炎 

アレルギー性結膜炎 

アレルギー性鼻炎 

については、記入不要です。 


